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令和７年度 笠間地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
＜ 笠間地区＞
笠間地区は、大船駅に近く利便性の良い地区で戸建てと集合住宅が混在しています。1500世帯を超える大規模マンショ
ンを含め集合住宅が多い事が特徴です。古くからある住宅は高齢化が進んでいますが、新しい住宅には子育て世帯を含
む様々な世帯の転入があります。
地域サロンや元気づくりステーション、体操教室、地域食堂、移動販売などそれぞれの小地域においても地域活動が非常
に活発で、それぞれの活動を引っ張っていく力のあるリーダーが多いことも特徴のひとつです。
また、地区内では、「旧公務員住宅の跡地活用」や「危険な通学路の問題」、「空き家の問題」など、地域にお住いの皆さま
にとって暮らしやすいまちづくり実現のために、積極的に栄区、横浜市に提案されるなど、行動力、実践力のある地域で
す。
＜ 長尾台地区 ＞
長尾台町内会は南北に広がり、大船駅徒歩圏内ながら田畑が残る静かな環境です。古くから住む住民はつながりがあ
り、様々な活動が活発に行われています。最近では、マンションがいくつか建設され更に転入者が増える事が予想されま
す。高齢化率は20％くらいで、特に若い世代（20～30代）が多い事も特徴のひとつです。
赤ちゃんから高齢者までが集う「けやきカフェ」や、ノルディックウォーキング、コグニサイズ等の定期的な活動の他、納涼
祭など地域をあげての大イベントなど多様な活動が非常に活発な地域です。
＜ 田谷地区 ＞
　田谷地区は、担当エリアの中では、一番駅（ケアプラザからも）から離れている地域で、地域の方は、隣区である戸塚区
まで買い物に行かれる方もいらっしゃいます。また、田畑など緑が多く残る広いエリアである一方、人口が1300人くらいと
比較的少ないため、戸建てが点在している状況です。町内会では、そういった課題に対し独自の見守りシステムを構築し
ています。「ちょうどよい見守り合い範囲」を設定し、どのような方が近くにお住まいかお互いに知ってもらうために住民に
自己PRを記入してもらい共有していますが、町内会未加入者へのアプローチを課題と捉えているようです。
　納涼祭や芋煮会などの大イベントの他に、コグニサイズやシニアクラブなどの活動も活発に行われています。

　ケアプラザの役割としては、地域の皆さまが「こういう活動をやってみたい」「こんな集まりがあれば」といったお声に対し
て、具現化する手法、活用する制度など、実現に向けての支援だと考えます。前述のように担当エリアでは、それぞれ素
晴らしい活動が活発に行われています。参加者として、担い手として、ケアプラザ職員も地域活動に加わり、各団体の想
い、困りごと、そのためにはどのような支援、情報提供が必要かを、日々の関わりから把握できるように努めます。
　また、慢性的な担い手不足、後継者不足など地域福祉では、長きにわたる大きな課題ではありますが、ケアプラザが主
催する事業やボランティアコーディネート機能で、少しでも地域活動者を増やせるように力をいれていきます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

認知症当事者、ご家族、一般地域住民が気軽に集える場として「ひつじカフェ」の定期開催、安定的な運営に取り
組みます。また、その中でEスポーツ開催など、新しい切り口で、更なる活動の発展を目指します。

学生ボランティアへの働きかけは、区域の活動の他、そこで得たつながりから、担当エリアの活動に発展するよう
に働きかけます。また、上記記載のEスポーツ企画など、若手が活躍しやすい自主事業から新たな層の担い手発
掘に取り組みます。

初心者を対象に、健康マージャン教室を計画しています。教室では毎回介護予防のミニ講座を繰り返し行い、介
護予防への意識を高めていく。また、マージャン教室開催後は、定期的な場の提供を行い、参加者同士がマー
ジャンをとおして、継続的に交流を持ち楽しむ機会を作っていきます。

□ 区からのコメント



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

目標

実施
体制

職員
体制

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

介護予防と自立支援の視点を踏まえ、自分らしく自立
した生活を続けられるよう、介護保険制度やイン
フォーマルサービス等を活用し支援します。

【その他料金】

居宅介護支援事業

地域に住む高齢者が住み慣れた地域で尊厳を持ち自
分らしく安心して最後まで生活できるよう介護保険制
度やインフォーマルサービスを活用し包括的に支援し
ます。

【その他料金】

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市
介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生省告示第二十号）に基づく金額

令和7年度笠間地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

「横浜市」と名のつく施設である事を重く受け止め、地
域住民、福祉保健団体、介護保険事業所などに対し
て公正中立な立場で業務にあたります。
特に地域包括支援センターで「事業所の選択」に係る
相談を受けた場合は、事業所の一覧を提示するなど、
複数の選択肢がある事を相談者に示す取り組みを実
践します。

公正・中立性の確保について コンプライアンス等への対応について
（事故報告、個人情報保護、備品管理簿）

横浜市個人情報の保護に関する条例や、法人の個人
情報（プライバシー）保護に対するマニュアル等に従
い適切に個人情報を取り扱います。また、職員研修に
よる意識向上に加え、当事業所職員以外の実習生や
ボランティアの方とも個人情報取り扱いの誓約書を交
わし適切な情報管理に努めます。情報漏洩防止策と
しては、マスキング、ダブルチェック、ネット環境の整備
など物理的な対策を講じ予防に努めます。

利用
料金

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護
（介護予防）認知症対応型通所介

護

社会福祉士・主任ケアマネジャー・看護師
〔常勤兼務　各１名〕
予防プランナー〔非常勤専従1名〕

管理者 〔常勤兼務１名〕
介護支援専門員 〔常勤専従３名〕

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用
料金

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）に基
づく金額

【その他料金】【その他料金】

昼食代：850円

【実施日数】
359日
【提供時間】
10：00～15：00
【定員】
48名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）及び
指定地域密着型介護予防サービス
に要する費用の額の算定に関する
基準（厚生労働省告示第百二十八
号）に基づく金額

【その他料金】

（ア）ご利用者が自立した日常生活
を営めるように支援します。
（イ）ご家族の介護負担の軽減につ
ながるように支援します。

【サービスに係る費用】
指定居宅サービスに要する費用の
額の算定に関する基準（厚生省告
示第十九号）及び横浜市介護予
防・日常生活支援総合事業実施要
綱に基づく金額

契約
者数
等

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

管　理　者　　　　 ：1名（常勤兼務）
生活相談員　　　 ：2名（常勤兼務）
介護職員 　　 　  ：5名（常勤兼務）
介護職員          ：16名（非常勤）
機能訓練指導員 ：6名（非常勤兼
務）
看　護　師         ：6名（非常勤兼
務）
介　助　員         ：6名（非常勤）



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

20,579,613 0 20,579,613 0 20,579,613

20,579,613 20,579,613 20,579,613

0

0 0

30,000 0 30,000 0 30,000

0 0

25,000 25,000 25,000

5,000 5,000 5,000 ﾙﾘｴ大船通信費

3,185,000 3,185,000 3,185,000

23,794,613 0 23,794,613 0 23,794,613

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

10,051,846 0 10,051,846 0 10,051,846
法人本部経費は含まず

6,228,000 6,228,000 6,228,000

857,000 857,000 857,000

2,770,000 2,770,000 2,770,000

25,000 25,000 25,000

0 0 0

95,000 95,000 95,000

76,846 76,846 76,846

3,126,000 0 3,126,000 0 3,126,000
法人本部経費は含まず

16,000 16,000 16,000 交通費（スイカチャージ）等

438,000 438,000 438,000 コピー用紙、ペーパータオル等

27,000 27,000 27,000 運協飲料等

84,000 84,000 84,000 広報誌、名刺印刷等

457,000 457,000 457,000 電話料金、切手等

0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0

その他 0 0 0

20,000 20,000 20,000 備品購入費

0 0 0

75,000 75,000 75,000 施設賠償責任保険

0 0 0

8,000 8,000 8,000 振込手数料

123,000 123,000 123,000 AEDリース、ｺﾋﾟｰﾘｰｽ等

0 0 0

50,000 50,000 50,000 納涼祭関係費、出店物品等

0 0 0 0 0

事業所税 0 0

消費税 0 0

印紙税 0 0

その他 0 0

1,828,000 1,828,000 1,828,000 新聞購読料、ﾙﾘｴ大船駐車場・駐輪場他

500,000 0 500,000 0 500,000
法人本部経費は含まず

500,000 500,000 500,000 予算：指定額

0 0

9,612,767 0 9,612,767 0 9,612,767
法人本部経費は含まず

4,700,000 4,700,000 4,700,000

761,000 761,000 761,000

222,000 222,000 222,000

1,281,000 0 1,281,000 0 1,281,000

空調衛生設備保守 455,000 455,000 455,000

消防設備保守 129,000 129,000 129,000

電気設備保守 35,000 35,000 35,000

害虫駆除清掃保守 96,000 96,000 96,000

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 566,000 566,000 566,000

221,000 221,000 221,000

2,427,767 2,427,767 2,427,767 ﾙﾘｴ大船管理組合費、修繕積立金他

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

0 0 0

0 0

0 0 0 0 0
内
訳 0 0

23,764,613 0 23,764,613 0 23,764,613

30,000 0 30,000 0 30,000

0 0 0 0 0

500,000 0 500,000 0 500,000

△ 500,000 0 △ 500,000 0 △ 500,000

25,000 0 25,000 0 25,000 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

25,000 0 25,000 0 25,000
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

支出合計
差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出

共益費
その他

その他

修繕費
太陽光パネル保守点検

太陽光パネル修繕（追加）

管理費

内
訳

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

内
訳

その他

事業費

内
訳
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

内
訳

旅費
消耗品費
会議賄い費

公租公課

内
訳

地域協力費

印刷製本費
通信費
使用料及び賃借料
内
訳

備品購入費

手数料

健康診断費
勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費

内
訳

本俸
社会保険料
手当計

図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

内
訳

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和7年度　「横浜市笠間地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料 横浜市より

内
訳
受領額
戻入額



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

26,178,806 0 26,178,806 0 26,178,806

26,178,806 26,178,806 26,178,806

0

154,000 154,000 154,000 横浜市より
30,000 30,000 30,000 横浜市より

6,066,954 0 6,066,954 0 6,066,954 横浜市より
6,066,954 6,066,954 6,066,954

0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

2,124,000 2,124,000 2,124,000

34,553,760 0 34,553,760 0 34,553,760

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

28,816,688 0 28,816,688 0 28,816,688
法人本部経費は含まず

16,796,000 16,796,000 16,796,000

3,710,000 3,710,000 3,710,000

7,700,000 7,700,000 7,700,000

42,000 42,000 42,000

0 0 0

313,000 313,000 313,000

255,688 255,688 255,688

1,932,000 0 1,932,000 0 1,932,000
法人本部経費は含まず

18,000 18,000 18,000 交通費（スイカチャージ）等

240,000 240,000 240,000 コピー用紙、ペーパータオル等

0 0 0

19,000 19,000 19,000 名刺印刷等

237,000 237,000 237,000 電話料金、切手等

0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0

その他 0 0 0

20,000 20,000 20,000 備品購入費

0 0 0

76,000 76,000 76,000 施設賠償責任保険

0 0 0

8,000 8,000 8,000 振込手数料

255,000 255,000 255,000 ｺﾋﾟｰﾘｰｽ等

0 0 0

10,000 10,000 10,000 納涼祭祝金等

0 0 0 0 0

事業所税 0 0 0

消費税 0 0 0

印紙税 0 0 0

その他 0 0 0

1,049,000 1,049,000 1,049,000 車両ﾘｰｽ、ｶﾞｿﾘﾝ代、自動車保険料他

1,364,000 0 1,364,000 0 1,364,000
法人本部経費は含まず

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

50,000 50,000 50,000 予算：指定額

154,000 154,000 154,000 予算：指定額

30,000 30,000 30,000 予算：指定額

500,000 500,000 500,000 予算：指定額

0 0 0

2,315,072 0 2,315,072 0 2,315,072
法人本部経費は含まず

1,088,000 1,088,000 1,088,000

202,000 202,000 202,000

58,000 58,000 58,000

340,000 0 340,000 0 340,000

空調衛生設備保守 121,000 121,000 121,000

消防設備保守 34,000 34,000 34,000

電気設備保守 9,000 9,000 9,000

害虫駆除清掃保守 25,000 25,000 25,000

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 151,000 151,000 151,000

58,000 58,000 58,000

569,072 569,072 569,072 ﾙﾘｴ大船管理組合費、修繕積立金他

126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0 法人本部経費は含まず
内
訳 0 0

34,553,760 0 34,553,760 0 34,553,760

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

734,000 0 734,000 0 734,000

△ 734,000 0 △ 734,000 0 △ 734,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0

※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

共益費
その他

内
訳

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費
勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

地域協力費

職員等研修費

事務費

使用料及び賃借料

内
訳

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

備品購入費

内
訳

公租公課

図書購入費
施設賠償責任保険

令和7年度　「横浜市笠間地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ」
収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科目

指定管理料【包括】

指定管理料【介護予防】

内
訳
受領額
戻入額

指定管理料【チームオレンジ】

横浜市より

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】

内
訳
受領額
戻入額

指定管理料【生活支援】

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】

雑入

その他

内
訳

印刷代
自動販売機手数料

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【チームオレンジ】

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

事業費

内
訳

その他

振込手数料
リース料
手数料

清掃費
機械警備費
設備保全費

内
訳

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【チームオレンジ】

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】

その他

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他

支出合計
差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

修繕費

管理費

内
訳

内
訳

光熱水費



2025年４月１日～2026年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

4,383 4,383 5,552 5,552 27,900 27,900 123,553 123,553

0 0 0 0 0 0 5,707 0 5,707 2,071 0 2,071
要介護認定調査委託事
業
収入

0 0 297 297 0

委託事業収入 0 0 857 857 0

補助金事業収入 0

受取利息配当金収入 1 1

受入研修費収入 0 0 0 0

雑収入 0 0 0 0

サービス区分間繰入金収入 0 0 4,553 4,553 2,028 2,028

その他 0 0 0 42 42

4,383 0 4,383 5,552 0 5,552 33,607 0 33,607 125,624 0 125,624

0 0 27,207 27,207 85,656 85,656

0 0 771 771 2,677 2,677

0 0 0 0 12,114 12,114

0 0 121 121 16,908 16,908

2,828 0 2,828 3,342 0 3,342 3,718 0 3,718 7,798 0 7,798

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 2,828 2,828 3,342 3,342 0 0 0

ﾌｧｲﾅﾝｽﾘｰｽ債務の返済
支出 0 0 977 977 244 244

サービス区分間繰入金
支出 0 0 2,741 2,741 0 0

拠点区分間繰入金支出 0 0 0 3,000 3,000

長期運営資金借入金
元金償還支出 0 4,134 4,134

その他 0 0 0 420 420

2,828 0 2,828 3,342 0 3,342 31,817 0 31,817 125,153 0 125,153

1,555 0 1,555 2,210 0 2,210 1,790 0 1,790 471 0 471

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

令和　7　年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：横浜市笠間地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費



○ 笠間地域ケアプラザ

1
保健活動推進員勉強会
と地域向け共催事業

H21年

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

①保健活動推進員の介護予防への知識
と自身が取り組むべき課題を明確にす
る。
②保健活動推進員が地域に出向き、介護
予防の普及啓発を行う。

１：高齢者

計測、はまちゃん体操、レクリェーション、
栄養、転倒予防、口腔ケア等
5・7・9・10・11・12・1月　計測会・イベント
等
4・6・３月　保活勉強会等

0 0 0 0

2
介護予防普及啓発・フレイル予
防講座 R5年度

６：共催（２と
３）

１：優先的に
取り組み

フレイルについて理解し、フレイル予防に
取り組む機会を作る

１：高齢者 5

フレイルのチェック、計測、予防知識の提
供（運動、栄養、口腔ケア、社会参加、認
知症予防、こころの健康づくり等）
６～１２月
介護予防講座　2コース、他、単発講座

0 0 0 0

3 健康教育出前講座 H24年度

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

移動販売やサロン等に出向き、ミニ講座、
計測会等を通して、フレイル予防に取り組
むきっかけづくりをする。あわせて、保健
事業と介護予防の一体化事業におけるフ
レイルチェックも行っていく。

１：高齢者
運動実技、認知症予防、計測
４～R8.3月　月3回以上

0 0 0 0

4 認知症サポーター養成講座 H22年

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

認知症の人と家族が安心して暮らせるま
ちづくり

５：地域

地域のキャラバンメイトと共に認知症の講座を
実施。受講者には認知症の人と家族を温かく
見守るサポーターの証である「認知症サポー
ターカード」を配布。ケアプラザが企画する他、
地域の団体や機関の依頼に応じて実施する。

年数回

0 0 0 0

5 介護者のつどい H22年

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

介護者支援。介護の難しさや悩みを抱え
ている介護者に対して、介護に役立つ勉
強会や情報提供を行いながら、介護者同
士のお互いの悩みを話し合ったり情報交

５：地域 1

介護者同士の懇談、専門家からの情報提
供

5月、10月、2月（年3回）

0 0 0 0

6 権利擁護相談会 H26年

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

身近なケアプラザで専門家に成年後見・
遺言・相続などの相談が出来る場を作る
ことにより、成年後見制度の利用促進、ま
たは自分らしい「老い支度」を支援する。

１：高齢者 5

司法書士・行政書士による個別相談会

後期
区内地域ケアプラザで1回ずつ、計7回開
催

0 0 0 0

7 終活講座 H22年

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

⾼齢者が人生の最期まで自分らしく生き
ることができるよう、自らの意思で自身の
生き方を選択できるよう⽀援する。栄区版
エンディングノート「SAKAEシニアライフ
ノート」の普及啓発。

１：高齢者 5

専門家による講義
「シニアライフノート」「成年後見」

年2回

0 0 0 0

8 高齢者虐待出前講座 H26年

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

高齢者虐待の予防・早期発見

６：事業者 6

介護保険事業所等に出向き高齢者虐待
についての出前講座を行う。

依頼に応じて年数回

0 0 0 0

9 成年後見制度出前講座 H26年

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

成年後見制度の普及啓発

６：事業者 6

居宅介護支援事業所に出向き、ケアマネ
ジャー向けに成年後見制度についての出前講
座を行う。制度をわかりやすく説明するとと共
に、成年後見制度等の利用が必要なケースは
包括に相談するよう呼びかける。

依頼に応じて年数回

0 0 0 0

合計

うち
オンライン
実施回数

うち
オンライン
参加人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質 実施

回数

延べ
参加
人数

令和7年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他



合計

うち
オンライン
実施回数

うち
オンライン
参加人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質 実施

回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

10 地域ケア会議 H24年
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

個別ケース課題の解決に向けた会議と、
その分析による地域に共通した課題を明
確にして、地域課題の解決に必要となる
地域づくりや事業の計画などにつなげるこ
とを目的とする。

１：高齢者 １，５，６

実際に支援や見守りを行う実践者が集ま
り、個人の心配事、困りごとの話し合い、
個人を支える地域でのネットワークづくり
を行う。「個別レベル地域ケア会議」を積
み重ねることにより、地域内の共通課題を
探り「包括レベル地域ケア会議」の開催に

0 0 0 0

11 民生委員との懇談会 H24年

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

民生委員・主任児童委員の改選もあっ
て、新たに委員皆さんとケアマネジャーと
の顔の見える関係作り、相互の業務の理
解と協力そして連携して支援をしていく仕
組みについて、意見交換を行う。

５：地域 １，５，６

日頃の業務で支援しているケースで、共
有すべき問題等の情報を交換して業務に
活かしていく。
　
開催：年２回程度予定

0 0 0 0

13 在宅医療相談室との共催事業 R2年

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

在宅医療相談室との医療面での勉強会
および情報提供を支援事業者や地域住
民に向けて開催して知識と理解を深め
て、支援のスキルアプと在宅生活と医療と
の連携を図ることを目的とする。

６：事業者 ５，６
・事例検討会　他勉強会

開催：年数回予定
0 0 0 0

14
医療との連携推進
「薬局薬剤師との懇談会」

R2年

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

医療と介護の連携を目的に、ご利用者
（地域住民）と事業者にも最も身近な医療
職であって、医療と介護の両面に関わる
「薬」について、その専門家である薬局薬
剤師と関係を作り連携をしていくことを目
的とする

６：事業者 6

事例検討や勉強会、ケアマネをはじめ
サービス支援者との懇談

開催：年2回程度

0 0 0 0

15 施設協力医との懇談会 R３年

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

施設協力医とケースについての相談や一
般医療についての質疑応答など、直接医
師と懇談をとおして、問題解決に向けて考
え、また知識を増やし業務に活かすこと
と、医師との顔の見える関係を作る場とし
ている

６：事業者 6

・テーマを設けた情報交換
・事例の検討
・医療相談　　　等

開催日時：毎月1回

0 0 0 0

16
新任及び就労前
ケアマネジャー研修

H28年

２：地域包括
支援セン
ター運営事
業

１：優先的に
取り組み

マネジメント業務に必要な内容の講座を
開催して、主に新任ケアマネジャーを中心
に支援を行う事を目的とする。 ６：事業者 6

例：ケアマネジメント技術、対人援助技
術、制度やサービスについて、医療と介
護の連携について　等

開催：年１～2回程度

0 0 0 0

17 ぴよぴよランチ H23年
１：地域活動
交流事業

２：発展させ
るねらい

子育て支援。乳幼児とその保護者の仲間
作り、ストレス軽減、ちょっとした相談場所
を提供する。 ３：養育者及

び乳幼児

区役所事業（地域育児教室、子育て支
援）の後時間をフリースペースとし、昼食
が摂れる場とする。主任児童委員、民生
委員の見守りで、母親同士が買い物やト
イレにゆっくり行けたり、ちょっとした相談
ができる。

0 0 0 0

18 出張！駅ひろば H23年
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

子育て支援。広い場所でのびのび遊ぶこ
とを目的とする。

３：養育者及
び乳幼児

「親子の駅ひろば」より職員が出張し、乳
幼児親子を対象としたイベントを行う。

6月、10月、2月（年3回）

0 0 0 0

19 ゆうわ館で水遊びしよっ！ H24年
１：地域活動
交流事業

２：発展させ
るねらい

①夏季の遊び場提供
②養育者のストレス軽減
③地域活動者と住民の関係づくりの場
④中学生の地域活動の場の提供

３：養育者及
び乳幼児

ゆうわ館の駐車スペースにビニールプー
ルを用意し、プール遊びを実施。室内遊
びも出来るよう館内にはおもちゃを用意。
水の入れ替え時間をおやつタイムとし、更
生保護女性会のPRを行う。地域の中学生
がボランティアとしてお手伝い。

0 0 0 0

20 親子ｄe遊ぼう！わくわくタイム H14年
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

①近い年齢の子ども、養育者への遊びの
機会提供
②公立保育園との距離が遠い地域の為、
公立保育園とのつながりを作る。

３：養育者及
び乳幼児

公立保育園2園の協力で開催。
集団遊び、親子遊びを提供。

年2回計画予定

0 0 0 0

21 にこりんく共催事業 H25年
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

にこりんくのアウトリーチ事業。
にこりんくとケアプラザの機能周知の場。

３：養育者及
び乳幼児

地域の養育者の興味関心のあることを題
材にイベントを開催

9月（年1回）

0 0 0 0



合計

うち
オンライン
実施回数

うち
オンライン
参加人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質 実施

回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

22 さかえおもちゃ病院 H17年
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

大切なおもちゃを直すことなどを通じて、
子どもの健全育成の手助けをする。

４：子ども・青
少年

ボランティアによるおもちゃの修理。壊れ
たおもちゃを持参いただき、直してもらい、
長持ちするよう使い方などをあらためて教
えてもらう。

毎月第2日曜日（年12回）

0 0 0 0

24 障がい児余暇支援 H25年
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

①特別支援学校、個別支援級に通う小中
学生の余暇の場の提供
②保護者や関係機関、地域に対して、相
談機能を有するケアプラザを周知する
③中学卒業後の障がい児の地域とのつ
ながりの場の提供

２：障害児・
者

基幹相談支援センターの協力を得て、地
域で暮らす障害児が楽しめる、春夏秋冬
の季節に合わせたイベントを開催する。

8月、10月、12月、3月（年4回）

0 0 0 0

25 小さなアーティスト展 R3年
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

①特別支援学校、個別支援級に通う小中
学生の表現できる場づくり
②地域周知 ２：障害児・

者

区社協、区役所の協力を得て、地域で暮
らす個別級、特別支援学校に通う子ども
たちの作品を表現できる場を作り、地域の
方に知ってもらうため栄区民文化センター
リリスで展示会の開催

0 0 0 0

26 ボッチャ交流イベント R2年
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

障がいを持つ方から高齢者まで一緒に楽
しめるイベントを行い、ふれあえるきっか
け作りをする。 ２：障害児・

者
5

障がいのある方と地域の方との交流とし
て、ボッチャを一緒におこなう

0 0 0 0

27 貸館団体連絡会 H30年
１：地域活動
交流事業

２：発展させ
るねらい

施設利用ルールの説明を行い、福祉保健
活動を積極的に行っていただけるよう情
報提供を行う ５：地域

・施設利用ルール説明
・福祉保健活動記録の提出について
・災害時の対応について（避難経路の確
認）
・団体からの要望聴取、意見交換等

0 0 0 0

28

栄区地域ケアプラザ
7館合同自主企画
よこはまシニアボランティアポ
イント登録研修会

H24年
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

①身近な会場で研修会を受けていただく
機会の提供
②ボランティア拡充 １：高齢者

よこはまシニアボランティアポイントの概
要やボランティアについての講習。受講者
にはボランティアポイントカードが発行され
る。

11月（年1回）

0 0 0 0

29 ひつじカフェ R6年度
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

主に認知症の方の活動の場、居場所とし
てカフェを運営。認知症の方だけではなく
子どもから高齢者まで交流しやすい場を
設ける。

５：地域

キャラバンメイトと協働。
R6年度の予算で購入した任天堂Switchを
導入し、より多くの参加者を募る。

毎月第２土曜日（年１２回）

0 0 0 0

30
シニアライフをもっと楽しく！麻
雀を学ぼう

R７年度
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

初心者向け健康麻雀教室を通じて、楽しく
認知症予防・介護予防について学び、健
康意識を高める。また、仲間づくりや社会
参加の機会を提供し、交流を促進する。

１：高齢者
６月より3回講師をよび連続講座を実施
し、それ以降は月に一度のペースで行っ
ていく

0 0 0 0


